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概 要

現代の企業において，役職や経験の差に起因する「立場間摩擦」は，自由な意見交換を妨げ，創

造性や革新性の発揮を困難にしている。本研究は，匿名性を活用したコミュニケーション手法を提

案し，有効性を検討する。具体的には，アバターおよびAI ファシリテータを活用した会議形式を

構築し，分析を行った。その結果，匿名性の高いコミュニケーション環境が自由な意見交換に寄与

する一方で，発言への責任感の低下などの課題も浮かび上がった。本研究は，匿名コミュニケー

ションが企業の革新力向上に果たす役割とその可能性について議論する。
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1．背 景

1. 1 立場間摩擦の問題と影響

企業における立場間摩擦は，役職や年齢，経験の差

によって生じる忖度や発言の抑制を引き起こし，組織

内の自由な意見交換を阻害する要因となっている1)。

このような摩擦は，創造的なアイデアや独創的な発想

の発言を抑え，組織全体の革新性の低下を招くリスク

がある。また，それらのストレスにより，メンタルヘ

ルスが脅かされ，労働者が意図せず企業活動への従事

が困難になる事例が増えている。本研究は，匿名性の

高いコミュニケーション環境を導入することで，忖度

のない意見交換を実現し，企業内コミュニケーション

の質の向上を図ることを目的とする。

1. 2 立場間摩擦の具体例

立場間摩擦の具体例として，若手社員が上司に対し

て忖度の意識から意見を発信できないことや，意見が

軽視されていると感じることが挙げられる。一方で，

上司側もハラスメントへの懸念や価値観の相違により，

若手との円滑なコミュニケーションが困難になる場合

がある。これらの摩擦は，世代ごとの経験や環境の違

いによってさらに増幅し，職場における相互理解を阻

害している。

1. 3 企業の既存の対策と課題

企業はこれらの摩擦を緩和するために，懇話会やメ

ンター制度，上長との面談，アンケート，e ラーニン

グなどの施策を導入している (Table 1)。

これらの施策は，コミュニケーションの機会を提供

するという共通の利点を持つ一方で，「やらされてい
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Table 1 企業の立場間摩擦解消の取り組み

懇話会，メンター制度 上長との面談 アンケート，ｅラーニング

利点
･ 新たな交流の輪が広がる
･ 様々な立場の方の経験を聞ける

･ 自身の業務への理解がある ･ 気軽に行える
･ 匿名による素直な意見を出せる

欠点
･ やらされている感を感じる
･ 交流関係が業務に活かせない

･ 評価を恐れ本音が出せない
･ 関係が良好か重要である

･ 業務を圧迫する
･ 回答の効果が見えにくい



る感」が先行しやすいことや，参加者のモチベーショ

ンが低下するリスクがある。これらの施策は個々の関

係性や参加者の意欲に依存するため，全員が納得し積

極的に参加できる仕組みづくりが課題となる。

1. 4 社会的背景

現代日本社会においては，少子高齢化や核家族化，

地域社会とのつながりの希薄化といった社会的背景が

立場間摩擦を助長している。特に，異なる世代間での

日常的な接触機会が減少したことが，世代間のコミュ

ニケーション不足を引き起こしている。また，イン

ターネットや SNS の普及により，偏った情報やバイ

アスのかかった人間関係にさらされることで，特定の

考え方や限られた人脈が形成されやすくなる。居心地

のよい環境を簡単に作り出せるため，異なる世代間の

考え方や立場の違いを意識する機会が減少し，多様性

や異なる視点を許容する能力が弱まり，他者との相互

理解を深める機会が失われる可能性がある。

職場の摩擦解消は，個人の働きやすさの改善にとど

まらず，社会全体の持続可能な労働力確保にも寄与す

る2)。世代や役職にとらわれない自由な意見交換を促

進することが，幅広い世代が共存しやすい職場環境の

構築に向けた鍵となる。本研究では，匿名コミュニ

ケーションの導入がこうした課題にどのように寄与す

るかを検討する。

2．研 究 目 的

前述の通り，現代では人間関係の問題として立場間

摩擦が引き起こす忖度が依然として存在している。こ

の忖度により，素直な意見が引き出されない場合，創

造性や独創性，革新性を備えた提案が埋もれるリスク

が生じている。昨今の技術の進歩が著しい一方で，こ

のリスク軽減については技術の貢献度が乏しいと我々

は考えた，本研究では，忖度のない環境を匿名コミュ

ニケーションにより構築し，自由な意見交換を促進す

ることで，埋もれている価値あるアイデアを表面化さ

せ，企業および社会における革新性を高めることを目

的とする。

具体的には，アバターおよびAI ファシリテータを

活用した匿名会議の有効性を思索する。これにより，

立場や役職に依存しない対話の可能性を探り，創造性

と革新性を引き出す新たなコミュニケーション手法の

実用性を提示する。本研究が示す知見は，企業におけ

る革新力を高め，持続可能な発展に寄与する可能性が

ある。

3．アバターと AIファシリテータを活用し
た匿名会議システムの提案と有用性

忖度のない環境を構築し自由な意見交換を促進させ

る環境をつくるという目的を達成するため，以下の通

り，アバターを用いた会議とAI ファシリテータを用

いた会議を提案する。

3. 1 アバターを用いた会議

アバターを用いた会議では各個人を特定することが

なく，立場や人物像などの条件をフラットにして会議

を行う。アバターを用いることで，(1) 容姿 (2) 音声

(3) 言語・方言の変更が可能になる (Fig. 1)。

(1) 容姿

キャラクターや動物といった仮想のアバターを活用

することで，個人の特定を回避し，心理的安全性を高

めることができる。これにより，参加者は外見や属性

に左右されることなく，より率直な意見交換が可能と

なり，コミュニケーションにおける非言語的な障壁を

解消できる。さらに，多様な属性を持つ人々が，自身

のアイデンティティを保持したまま，平等に意見交換

に参加できるインクルーシブなコミュニケーション環

境が実現可能となる。さらに，VR技術などの発展に

より，より高度なカスタマイズが可能なアバターの登

場が期待され，コミュニケーションの質を向上させる

可能性を秘めている。

(2) 音声

音声合成技術を活用し，個人を特定できないよう声

質を多様に変調させることで，年齢や性別といった属

性に基づくステレオタイプや偏見を排除し，より客観

的な評価に基づいたコミュニケーションを実現できる。

(3) 言語・方言

AI のニューラル機械翻訳や音声認識・合成技術を

活用した高精度な機械翻訳システムは，多言語間のコ

ミュニケーション障壁を解消し，地域間の情報格差を

是正する上で重要な役割を果たす。これにより，文化
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Fig. 1 アバターを用いた会議のイメージ



的な誤解やステレオタイプを減らし，国際会議や多文

化教育の現場において，より円滑でグローバルなコ

ミュニケーションを実現できる。

3. 2 AIファシリテータを用いた会議

会議をよりフラットな立場で調整する手法として，

AI ファシリテータの活用が提案される。AI ファシリ

テータは以下の 3つの主要な機能を担う。これにより，

参加者全員が平等に発言しやすい環境を構築し，効率

的かつ円滑な議論を促進することを目指す (Fig. 2)。

(1) 会話バランスの調整

AI を活用することで，会議やディスカッションに

おける発言量や頻度の偏りをリアルタイムで分析し，

発言のバランスを調整することが可能である。具体的

には，発言データを基に参加者間の発言量の不均衡を

検出し，発言機会を適切に提案することで，全参加者

が意見を述べやすい環境を構築する。このような仕組

みにより，議論の公平性が向上し，多様な視点を取り

入れることが期待される。

(2) 会議時間の調整

AI を活用した会議進行の自動化は，議論の効率化

と時間管理に寄与する。具体的には，会議が長引くこ

とを防ぐため，AI が議論の進行状況をリアルタイム

でモニタリングし，適切なタイミングで議題を区切る，

または意見を整理する役割を果たす。このプロセスに

より，会議の目的達成を効率的に支援し，時間内に議

論を収束させることが可能となる。

(3) 口調・表現のフィードバック

会議中にAI が必要に応じて適切なフィードバック

を行うことで，建設的で前向きな対話の促進を支援す

る。特に口調が荒くなるような場面では，AI がその

状況を検知し，参加者に注意喚起をすることで，冷静

になるよう促すことができる。このような機能により，

対話環境の健全性が維持され，参加者全員が安心して

意見を交換できる場の形成が可能となる。

3. 3 立場間摩擦解消への有用性

AI を活用することで，会議参加者が自身の意見を

述べやすくなり，特に普段発言しにくい人や少数派の

意見を持つ人にとっても，抵抗感なく意見を発信でき

る環境が整うと考えられる。これにより，多様な視点

が取り入れられ，より充実した議論が期待できる。ま

た，オンライン環境を活用することで，時間や場所の

制約を受けず，どこからでもスムーズにコミュニケー

ションを取ることが可能である。リモートワークの増

加に伴い，場所に依存しない柔軟な働き方が求められ

ている中で，非常に有効な手段といえる。さらに，

AI がファシリテータとして会議をサポートし，発言

量の調整や意見のまとめ役，タイムキーパーも担うこ

とで，会議がスムーズに進行することができる。加え

て，言語の壁を超えた交流が可能となり，異なるバッ

クグラウンドを持つ人々とのコミュニケーションが円

滑になる。これらのメリットにより，AI ファシリ

テータを導入することで，参加者全員が積極的に関与

できる，より効果的な会議の実現が可能になる。

4．課題と対策について

前述の通り，アバターやAI ファシリテータを活用

した匿名会議は，参加者が自身の立場や役職に縛られ

ることなく自由に意見を交換できる場を提供し，組織

内の立場間摩擦を軽減する有効な手法であることが示

された。しかし，匿名性を取り入れることには利点だ

けでなく，以下のような課題が存在し，これらに対処

することが重要となる。

4. 1 責任感の希薄化とその影響

匿名性が担保されることで，参加者の発言に対する

責任感が薄れる可能性がある。その結果，建設的な議

論を妨げる批判的・攻撃的な発言や，全体の目的に合

致しない不適切な意見が増加するリスクが生じる。た

とえば，実名での会議では慎重に選ばれる言葉も，匿

名の場では感情的になりやすい傾向がある3)。この問

題に対処するためには，それぞれの会議に合わせて明

確にルールを設定するとともに，そのルールに基づい

てAI ファシリテータが進行を行うことで参加者が互

いに尊重し合う環境を作ることが求められる。

4. 2 発言内容の信憑性と正確性を担保する仕組みの

課題

発言者の専門性や発言の背景が不明確になることか

ら，意見の信憑性や正確性の根拠を確認することが困

難になる。この結果，誤った情報や事実に基づかない

意見が会議内で広がり，最終的に議論へ混乱を及ぼす

危険性がある。解決策としては，AI ファシリテータ
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Fig. 2 AI ファシリテータを用いた会議



を活用して誤った情報が出た際は内容をその都度正し

い情報に修正するように，発言内容を精査するプロセ

スの構築が求められる。

4. 3 発言内容が人間関係に及ぼすリスク

匿名性が確保されているとしても，発言内容によっ

てはその場にいる他の参加者との人間関係に影響を与

える可能性がある。たとえば，特定のグループや個人

を間接的に批判するような発言が行われた場合，それ

が特定されてしまえば信頼関係が損なわれるリスクが

ある。また，特定されなくても不快感を覚えることや

憂鬱な気分になる可能性も考えられる。これらを防ぐ

ためには，会議の趣旨や目的を事前に共有し，発言内

容が匿名性を損なわないように事前に認識させること

が必要である。また，AI を用いて匿名性を損なう発

言を事前に検出し制限する技術が求められる。

4. 4 抽象的議論の課題と具体化へのアプローチ

匿名会議では，参加者から提案されるものは具体的

な計画ではなく，抽象的な意見やアイデアが多くなる

ことが予測される。これにより，議論を実際の行動計

画に落とし込むまでのプロセスが停滞し，会議の成果

が限定的になる可能性がある。この対策として，AI

ファシリテータを活用し，アイデアの整理や優先順位

をつける役割を任せることで，抽象的な議論を実行可

能な段階まで具体化していくことが求められる。

これらの課題に対して，AI ファシリテータはルー

ルの設定，議論がしやすい環境の構築，情報の精査，

提案されたアイデアの整理など，多岐にわたる役割を

果たすことが期待される。会議の種類や目的に応じた

適切な対策を講じることで，匿名性を活かした会議の

効果を最大化しつつ，参加者がより安心して建設的な

議論をできる環境を構築することが可能となる。

5．ま と め

本研究の結論として，企業内の立場間摩擦を解消し，

自由な意見交換を促進するためには，匿名性を活用し

た新たなコミュニケーション手法が有効であることが

示唆された。具体的には，アバターを用いた会議によ

る心理的安全性の向上や，AI ファシリテータによる

会議の効率化と公平性の確保が，忖度のない対話環境

を実現する可能性を示した。しかし，匿名性の導入に

は責任感の希薄化や発言内容の信憑性低下といった課

題が伴うため，ルールの明確化やAI の適切な活用が

必要である。

本研究で提案する手法は，参加者の多様な意見を引

き出し，創造性や革新性を高めるとともに，企業の持

続可能な発展に寄与する新たな可能性を提供するもの

である。今後は，実際の運用における効果の実証や課

題への具体的な対策を通じて，さらなる実用性の向上

が期待される。
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